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国土交通省砂防部長よりご挨拶 

 
（一社）全国治水砂防協会の会員の皆様におかれましては、日頃より国土交通行政、とりわけ砂防行

政に多大なる御理解と御支援を賜っていますこと、厚く御礼を申し上げます。 
今年は春先の林野火災の頻発（岩手県、愛媛県等）、その後の新燃岳(鹿児島県・宮崎県)の噴火、十島

村(鹿児島県)の地震等、大雨の際の土砂災害発生リスクが大きく高まるようなイベントが続きました。関

係県には、緊急的な事前防災対策として既存堰堤の除石や流木止めの設置等を鋭意進めて頂いています。 
 
また、今年の夏は、本州付近への太平洋高気圧の張り出しが強く、群馬県伊勢崎市では国内最高記録

を大幅に上回る 41.8℃を記録するなど、統計が開始された 1898 年以降、最も暑い夏となりました。特

に酷暑となった 7 月下旬の記録的高温は、人為的な気候変動がなければ約 11,500 年に 1 度という、確

率的にあり得ないレベルのものであったとの報告もあります。 
一方、8 月上旬後半から中旬初めにかけては、九州・北陸地方を中心に線状降水帯の形成により記録

的な大雨となり、183 件の土砂災害が発生しました。また、9 月中旬に至っても、時間雨量 100 ミリに

達する大雨が各地で降っており、北海道でも初めて線状降水帯の発生が確認されています。これら大雨

によって発生した土砂災害により、残念ながら 2 名の方がお亡くなりになりました。心より哀悼の意を

表するとともに、被災された全ての方々にお見舞い申し上げます。 
 
さて、今年も 8 月末に各省庁より財務省に対し、令和 8 年度予算の概算要求が提出されました。 
令和 8 年度の概算要求のポイントとしては、政策の見直しによる裁量的経費の削減なしに、対前年比

1.2 倍まで要求可能とされたことです。要求倍率が 1.2 倍までというのは例年と変わりがないように見

えますが、既存裁量的経費を削減せずに 1.2 倍まで要求可能とされたことは、当初予算の増額に向けて

プラスに働く大きな変化と言えるのではないでしょうか。 
国土交通省は、「能登半島地震からの復旧・復興に全力を尽くすとともに、埼玉県八潮市の道路陥没事

故等を踏まえたインフラ老朽化対策の加速化等、防災・減災、国土強靱化の着実な推進等による「国民

の安全・安心の確保」、「持続的な経済成長の実現」、「個性をいかした地域づくりと持続可能で活力ある

国づくり」を 3 本柱に概算要求に取り組むこととしています。 
砂防関係予算としては、気候変動の影響により、各地で土砂・洪水氾濫等の土砂災害が発生している

ことに鑑み、「いのち」と「くらし」を守ることはもとより、人口減少下において地域社会を維持するた

め、地域を支える「産業」や生活の基盤となる「なりわい」を守る砂防事業を展開するため、「社会生活

や経済活動を支える地域の基礎的なインフラの集中保全等」、「地域の防災力を高める警戒避難体制の強

化」、「砂防関係施設の老朽化対策の計画的推進」、「デジタル技術を活用した土砂災害対策の高度化、省

人化」の四つを柱に予算を要求しています。また施策に関しても、「短期・集中的な地すべり対策への支

援の拡充」、「予防保全型インフラメンテナンスの支援の拡充」を新規事項として要求しています。 
 
一方で、第 1 次国土強靱化実施中期計画に基づく取組の推進に必要な経費、労務費確保の必要性や近

年の資材価格の高騰の影響等を考慮した公共事業等の実施に必要な経費については、予算編成過程で検

討するとされています。 
 これらの予算、新規施策の獲得につきましては、会員の皆様方からの地域における実情を、国会や政

府の予算編成を担う方々に届けて頂くことが、何よりも重要です。会員の皆様の、より一層の御理解と

お力添えをお願い申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。 
 

                  令和 7 年 9 月 国土交通省砂防部長 國友 優 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 

会員の皆様へ 

 

9 月に入っても暑い日々が続いておりましたが、東京はやっと秋の気配が感じられる気候になって参

りました。皆様お変わりございませんでしょうか。 

 

今年の気候は例年とはかなり違っているような印象を持ちます。6 月から高温の日々が続きましたし、

梅雨明けもかなり時期が早かったです。災害も少ないかと思いましたが、最近になり、あちこちで線状

降水帯が発生し、記録的短時間大雨情報も生じ、土砂災害の数も増えてきております。大気の状況が不

安定になり、海水温が高いため水蒸気が前線に供給されやすくなっていることが原因の一つとしてあげ

られます。 

 

また、9 月の災害で特に気になるのが、5 日の静岡県牧之原市から吉田町にかけて発生した竜巻です。

当初は突風とニュースで報道しておりましたが、気象庁の機動調査班が現地で調査を行い「竜巻と認め

られる」と判断しました。それも風速約 75 メートルと推定され、「過去最高クラスだった」との見解が

示されました。突風の強さを表す「藤田スケール」と呼ばれる基準の 6 段階のうち、上から 3 番目に該

当する「JEF3」であったとのことで、この基準の運用が 2016 年に始まって以来、JEF3 と認定される

のは 2 例目だとのことです。 

竜巻は発生予測も難しく、施設による対策も、避難のための時間もとれない非常に危険な現象です。

今後、大気の循環が激しくなるにつれ、日本の各地でこの竜巻災害も増加するのかもしれません。気候

変動下では過去に経験の無いことが多く起こりそうです。豪雨と竜巻の複合災害など起こって欲しくあ

りませんが、想定はしておかねばなりません。 

 

国土強靱化は人命を守るために何よりも必要な施策です。気候変動に伴い、従来よりも激甚化しつつ

ある災害に備え、着実に事前防災対策をとりたいものです。別添資料として、砂防事業の概算要求の関

連資料をお届けいたします。砂防部長からのレターにもありますように、様々な土砂災害を想定し、ハ

ード、ソフト両面から今必要な新規要求を行っており、これから年末へ向けて、これらを実現するため

の予算編成作業が本格化します。当協会も 11 月 13 日の全国治水砂防促進大会へ向け、活動を強化して

参ります。引き続き、ご指導、ご鞭撻のほどどうかよろしくお願い申し上げます。 

 

末筆になりますが、皆様の地域の安全・安心が守られますように、そして、皆様方のご健勝を祈念申

し上げます。 

 

令和 7 年 9 月 26 日 

一般社団法人 全国治水砂防協会 

理事長  大野 宏之 
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